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◎　政策の基本情報

２　成果指標の達成状況

３　政策に対する各施策の達成度

４　政策の総合的な評価

評価区分 政策の課題と要因

A-④
　農業所得については制度の廃止や気象条件・市況の影響による農畜産物の販売
単価の下落によって、微減の状況になってはいるが、振興作物への転換や農地中
間管理事業等を活用し担い手への農地の集積、生産基盤の整備は順調に進んで
いる。
　農地集積については、集積された農地を作業の効率化を図るため、地理的な集
約を進める一方、中山間地域等耕作条件不利地の農地集積の推進が必要である。
　木材は市内や近隣において需要が増加してきている。今後、素材生産から多様な
木材利用を進めるうえで森林経営計画の策定を進めるとともに、Ａ材（建築用材）の
需要拡大が必要である。また、市民が参加し木材や森林の多様性に関心を高める
森林づくりの情報発信や市独自の里山整備に支援を行うなど、森林に対する意識
の醸成を図っていく必要がある。
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政策に対する施策の達
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3
生産基盤
の整備

水田整備率（％） 67.3 67.5 67.5 a 68.1

地域共同による農業資
源管理面積の割合（％）

88.7 →

森林経営計画の策定面
積（ha）

3,657 4,364 4,324 b 4,714 5,289 a 5,064  ↗

90.0 89.0 b 90.0 89.0 b 90.0

68.2

b 71.0  ↗

C

60.7 c 100.0  ↗

a 68.4  →

B

 

2
担い手の
育成

担い手への農地集積率
（％）

60.8 67.0 66.6 b 69.0 68.2

集落営農組織の法人化
率（％）

48.2 70.0 58.9 c 80.0

c 4,600  ↗ D1
農業生産
の支援

振興作物の栽培面積
(ha）

4,147 4,400 4,027 b 4,500 3,921

達成度 [達成状況に関する背景・要因]

Ａ

　花巻市の農業産出額の過半を占める米の所得について、気象変動により収量が不安定な部分があるものの、米の
需給の安定により価格も安定している。また、園芸については数量減の単価高、畜産については子牛・肉牛相場が高
値で推移しているため目標値に達した。
　平成30年度実績が前年度実績を下回った要因として、新たな米政策の見直しに伴い、平成30年産米から米の直接
支払交付金（10アールあたり7,500円の交付金）が廃止されたことが一因となっている。

№ 施策名 成果指標名
Ｈ27

(基準年度)
H29 H30 R1 前年実績

との比較
達成度

現状値 目標値 実績値 達成度 目標値 実績値 達成度 目標値 見込み

H30 R1 R5

農業者一人あたりの農
業所得金額

農業を営むことによって
利益を生み出しているこ
とを示す指標。

総務省（市町村
課税状況等の
調）

千
円

目標値 2,240 2,234 2,228 2,338

実績値 2,172 2,552 2,362 -

政　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 評 価 ） 
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合
計
画
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プ
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政策№ 1-1 政策名 農林業の振興

A

Ｂ

Ｃ

政策の
目指す姿

農林業者が安定した所得を確
保しています

政策
主管課

農政課
政策主管
課長名

藤原　康司

政策の方針

　就業者の減少やグローバル化による影響が懸念される中、農林業が持続していくためには、農林業に携わる人が安定し
た所得を確保することが必要です。
　そのために、収益性の高い農畜産物など農業生産の支援を行うとともに、担い手となる後継者の育成、生産基盤や施設の
整備による生産性や作業効率の向上に取り組みます。また、地元産の木材が建築材等として利用されるための供給体制の
構築、森林の健全な育成に取り組みます。

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

(どのように実績を把握する

のか）
単位 区分

Ｈ27
（基準年度）

H29

①

4
木材供給
体制の構
築

C

里山保全活動が行われ
た面積（ha）

　 40.6 35.6 c 41.8 61.1 a 5.4 ↗

素材生産量（㎥） 37,571 55,620 62,630 a 57,288 28,866 c 59,006

5
森林の保
全

植樹などの森林保護活動に参
加した市民の割合（％） ↘

C

4.0 4.7 4.7 a 5.0 3.6 c 5.4

－政策評価シート1－
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５　政策を構成する施策一覧

4

施策名 木材供給体制の構築
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 B Ｈ30 C

[課題]
・素材生産から多様な木材利用の総合的取り組みを進める上で必要となる市有林の森林経営計画の策定面積は、ほぼ達成している
が、民有林の経営計画がなかなか進まない状況にある。
・素材生産は進んでいるものの、公共施設や民間施設への木材活用がなかなか進まない状況から、木造化・木質化を推進する取り組み
が必要である。

[今後の方向性]
・森林経営計画の策定を促すためには、森林所有者に森林資源情報を把握解析し森林所有者や事業体に提供し、森林経営計画の策
定を推進するとともに、支援制度を周知し、森林所有者の理解のもと計画的な森林施業を推進する。また、市有林の経営計画を策定し
たことから、民有林との共同計画を進める。
・生産された素材を建築製材、合板製材、チップ材、燃料素材として供給するため、花巻市木材利用促進協議会を中心に県、市、森林
組合、チップ製造、建築・設計士会、建設業などの関係機関団体と情報交換等を積極的に行うとともに、市中心部で進められているリノ
ベーション事業との連携を含めた木材利用の促進に向け、関係者による勉強会や木材加工機の見学会に積極的に参画し、地域材の
活用を推進する。

3

施策名 生産基盤の整備
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 B Ｈ30 B

[課題]
・水田整備をするためには、地域の合意形成が不可欠であり、安定した農業経営を行うためには、圃場整備を地域農業の将来展望する
機会と捉え、法人化等により安定した農業経営を図る必要がある。そのためには、低コスト施設や集約化に伴う機械の導入支援が今後
も必要である。
・中山間地域においては、条件が不利なことから、担い手に集約化が進まない状況となっている。補助事業により圃場整備を実施する
場合、30a以上の圃場を2/3以上を確保する必要があることから、一部畑地化を含め、新たな作物導入や畜産との連携を図りさらには、
一部畑地化も含めて、話し合いによる取組が必要である。

[今後の方向性]
・今後も、低コスト施設や集約化に伴う機械の導入を進め、農業者等の経営基盤の確立を推進する。また、消費者ニーズや消費者の信
頼を得るため、作物の導入に係る施設整備に対する支援を行い、需要に対応した持続的な農業を推進する。
・中山間地域については、新たに農家負担のない農地中間管理機構関連の圃場整備事業が創設され、調査事業がスタートした地域も
あることから、さらに事例等を情報提供し、中山間地域の農業継続のため取り組みを進める。

2

施策名 担い手の育成
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 C Ｈ30 C

[課題]
・農地中間管理事業等を活用し担い手へ集積された農地の面的な集約化の促進。
・法人組織での担い手や後継者の確保、法人が抱える経営課題解決に向けた取り組み。
・今後新たに法人化を目指す集落営農組織への支援。
・集落営農化に伴い、土地持ち非農家の増加と地域農業との関係の希薄化が懸念されることから、「集落営農ビジョン」に基づく地域内
での話し合いが必要。

[今後の方向性]
・農地の面的な集約に向け、関係機関と連携し、集約を希望する経営体を把握し経営体間での農地の交換等の調整を支援する。
・今後の担い手確保に向けて「集落営農ビジョン」に基づく地域内での話し合いを進めながら、集落営農組織間でのオペレーターや機
械等の融通、将来的な集落営農の広域化（集落営農組織の合併）を検討する。
・法人化を目指す集落営農組織に対し法人化へ向けた研修会への参加やトータルアドバイザーや関係機関による直接的な支援を行
う。
・毎年行う「集落営農ビジョン」の見直しが形骸化していることから、市・JA・県等の関係機関による支援体制の構築を図り、協議への参加
や説明会の開催など支援活動を行う。

1

施策名 農業生産の支援
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 B Ｈ30 D

[課題]
・労働力の減少に伴い、園芸を中心とした振興作物の生産減少が懸念されることから、ＩＣＴの導入や機械化を含めた新たな園芸振興
策。
・規模拡大と労働力不足に伴い、適期の作付ができず農作物の品質の低下を招くことが懸念される。
・生産コストの削減。

[今後の方向性]
・担い手による振興作物の作付拡大と労働力確保に向け、地域での話し合いや農業団体が新たに開設する無料職業紹介所を利用し
た農業経営体と担い手農業者以外の農村居住者（非農家、土地持ち非農家等）とのマッチング、ICTを含めた園芸作物の機械化体系
の導入を検討する。
・農業法人の規模拡大により、作業が同じ時期に重複することから、作期分散のための多様な品種の導入を検討を継続して進める。
・生産コストの低減などを図るためのＩＣＴの活用や導入に向けた支援の継続と内容の検討を行う。
・GAP取得を希望する農家へ情報提供を行い、取得に向け関係機関と連携し支援する。

政策に対する施策の達
成度

－政策評価シート2－
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5

施策名 森林の保全
施策の成果指標の

達成状況
Ｈ29 D Ｈ30 C

[課題]
・市民自らが木材や山林に触れ親しみ、森林の持つ多様性に関心を高めるイベントの企画や森づくりの情報が少ないことから、市民全
体の割合から見れば参加者が少ない状況となっている。
・松くい虫対策は先端地域が北上したことから、国の予算が大幅に減額となっていることから、選択と集中による駆除と近隣市町や営林
署、市民と連携した取り組みが必要となっている。

[今後の方向性]
・水源地視察や木工教室、市民が自ら取り組む森林体験事業やシンポジウム、市有林を活用した植樹体験などを継続して実施するとと
もに、国の里山整備事業に加え、市独自の里山整備に対する支援を行い、森林に対する意識の醸成を図っていく。
・市内の松くい虫被害の先端地域である大迫地区を集中的に駆除するとともに、ライフライン(道路・電線)の確保と景観保全を目的とし
た被害木の処理を計画的に進める。また、被害木の活用方法としてバイオマス燃料に活用するため、伐採から植栽まで可能な樹種転換
事業や植栽後の手入を行うための森林整備事業を組み合わせ、民有林の松くい虫対策が進むよう関係機関が連携を図りながら森林再
生を進める。

－政策評価シート3－


